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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、ジエンエラストマーと、５０ｐｈｒ超の量の補強充填剤と、５と２５ｐｈ
ｒとの間の量の、１と５０μｍとの間の重量メジアン径を有するナトリウムまたはカリウ
ムの炭酸塩または炭酸水素塩の微小粒子と、２と２０ｐｈｒとの間の量の、その融点が６
０℃と２２０℃との間であるカルボン酸を含み、炭酸（水素）塩とカルボン酸との合計含
有量が１０ｐｈｒを超える、熱膨張性ゴム組成物。
【請求項２】
　ジエンエラストマーが、天然ゴム、合成ポリイソプレン、ポリブタジエン、ブタジエン
コポリマー、イソプレンコポリマー、およびこれらのエラストマーの混合物からなる群か
ら選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　補強充填剤の含有量が、５０と１５０ｐｈｒとの間である、請求項１または２に記載の
組成物。
【請求項４】
　ゴム組成物が、２０℃で液体である可塑剤を、補強充填剤の液状可塑剤に対する重量比
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率が２．０を超えるような含有量でさらに含む、請求項１から３までのいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項５】
　炭酸塩または炭酸水素塩の含有量が、８と２０ｐｈｒとの間である、請求項１から４ま
でのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　微小粒子の重量メジアン径が、２と３０μｍとの間である、請求項１から５までのいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　カルボン酸の含有量が、２と１５ｐｈｒとの間である、請求項１から６までのいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項８】
　炭酸（水素）塩とカルボン酸との合計含有量が、１５ｐｈｒを超える、請求項１から７
までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　カルボン酸が、パルミチン酸、ステアリン酸、ノナデカン酸、ベヘン酸、シュウ酸、マ
ロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、
セバシン酸、安息香酸、酒石酸、リンゴ酸、マレイン酸、グリコール酸、α－ケトグルタ
ル酸、サリチル酸、フタル酸、クエン酸、およびこれらの酸の混合物からなる群から選択
される、請求項１から８までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　そのトレッドが、請求項１から９までのいずれか１項に記載の熱膨張性ゴム組成物を含
む、未加硫段階のタイヤ。
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